
平
成
１６
年
度
予
算
は
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
環
境
の
な
か
、「
福

祉
」
と
「
教
育
」
を
基
本
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
文
化

都
市
と
し
ま
づ
く
り
と
、
区
民
の
「
安
全
」
と
「
安
心
」
を
確
保

す
る
施
策
へ
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
健
全
財
政
実
現
へ

の
取
組
を
強
化
す
る
方
針
の
も
と
に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

１６
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
前
年
度
比
１２
・
５
％
増

の
９７９
億
４
千
５００
万
円
余
、歳
出
が
１０
・
５
％
増
の
９５０
億
７
千
５００
万

円
余
で
、歳
入
歳
出
と
も
に
、
３
年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
の
伸
び
率
と

な
り
ま
し
た
。

収
支
の
状
況
を
み
る
と
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引

い
た
形
式
収
支
額
は
、
２８
億
７
千
万
円
余
で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越

す
べ
き
財
源
３
千
５００
万
円
余
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
２８

億
３
千
４００
万
円
余
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
実
質
収
支
額
か
ら
前
年
度
実
質
収
支
額
９
億
３
千
５００
万
円

余
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
額
は
、
１８
億
９
千
８００
万
円
余
の
黒

字
と
な
り
、
こ
の
単
年
度
収
支
額
に
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
金

１
億
５
千
１００
万
円
余
を
加
え
た
実
質
単
年
度
収
支
額
は
２０
億
５
千

万
円
余
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
の
特
徴
と
し
て
、
歳
入
は
、
特
別
な
財
源
対
策

と
し
て
の
土
地
売
却
等
に
よ
り
、
過
去
最
大
の
財
産
収
入
が
大
き

く
影
響
し
、
ま
た
、
緩
や
か
な
景
気
回
復
を
反
映
し
て
財
政
調
整

交
付
金
や
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど
の
増
加
も
加
わ
り
、
前
年
度

比
で
１２
・
５
％
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
特
別
区
税
は
課
税
人

口
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
で
１.２
％
減
少
し
ま
し
た
。

歳
出
の
状
況
と
し
て
は
、
減
税
補
て
ん
債
の
借
換
え
や
義
務
教

育
施
設
整
備
基
金
へ
の
積
立
て
な
ど
が
加
わ
っ
た
た
め
、
前
年
度

比
１０
・
５
％
の
伸
び
と
な
り
、
３
年
ぶ
り
に
増
加
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
要
素
を
除
く
歳
出
の
規
模
は
、
扶
助
費
、
投
資
的
経
費
及

び
公
債
費
は
上
昇
し
た
も
の
の
、
人
件
費
が
前
年
度
比
３.８
％
の
マ

イ
ナ
ス
で
２
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
た
め
、
微
増
に
留
ま
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、
人
件

費
な
ど
が
減
少
し
た
一
方
で
、
歳
入
経
常
一
般
財
源
が
増
加
し
た

た
め
８５
・
７
％
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
１.５
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
公
債
費
比
率
は
、
新
た
な
元
金
償
還
の
開
始

な
ど
に
よ
り
、
０.５
ポ
イ
ン
ト
増
加
の
９.０
％
と
な
り
ま
し
た
。

区
議
会
の
役
割

区
議
会
は
、
区
民
に
直
接
選
挙
さ

れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
議
会
は
、
区
民
を
代
表
す
る
機
関

で
あ
り
、
区
民
の
意
思
を
区
政
に
反

映
さ
せ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

区
議
会
の
し
く
み

●
区
議
会
議
員

区
議
会
議
員
は
、
４
年
ご
と
の
選

挙
に
よ
り
、
満
２５
歳
以
上
で
選
挙
権

の
あ
る
区
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。

豊
島
区
の
議
員
定
数
は
３８
名
で
す
。

現
在
の
議
員
は
平
成
１５
年
４
月
２７
日

の
選
挙
で
選
ば
れ
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
１５
年
５
月
１
日
か
ら
４
年
間
で

す
。

●
議
長
と
副
議
長

議
長
と
副
議
長
は
議
員
の
中
か
ら

選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
ま
す
。
議
長

は
議
場
の
秩
序
を
保
ち
、
会
議
を
進

め
た
り
、
議
会
を
代
表
し
て
活
動
し

ま
す
。
議
会
が
国
や
都
な
ど
に
意
見

書
を
提
出
す
る
場
合
も
議
長
名
と
な

り
ま
す
。
副
議
長
は
、
議
長
が
不
在

や
欠
け
た
場
合
に
議
長
の
職
務
を
行

い
ま
す
。

●
会
派

所
属
政
党
を
同
じ
く
す
る
人
や
、

同
じ
意
見
や
考
え
方
を
持
っ
て
活
動

を
共
に
す
る
議
員
の
集
ま
り
を
会
派

と
い
い
ま
す
。

●
定
例
会
と
臨
時
会

区
議
会
は
、
毎
年
２
月
、
６
月
、

９
月
、
１１
月
の
４
回
開
か
れ
ま
す
。

こ
れ
を
「
定
例
会
」
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
「
臨
時
会
」

を
開
き
ま
す
。

●
本
会
議

全
議
員
が
議
場
に
集
ま
っ
て
会
議

を
す
る
の
が
本
会
議
で
す
。
本
会
議

は
、
区
議
会
の
最
終
的
な
意
思
を
決

め
ま
す
。

●
委
員
会

区
の
仕
事
は
、
多
種
多
様
で
、
内

容
も
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
い
く
つ
か

の
部
門
に
分
け
て
専
門
的
・
能
率
的

に
審
査
す
る
た
め
、
委
員
会
を
設
け

て
い
ま
す
。
委
員
会
に
は
、
常
時
置

か
れ
て
い
る
常
任
委
員
会
、
議
会
運

営
委
員
会
と
必
要
に
応
じ
て
設
置
さ

れ
る
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

区
議
会
の
し
ご
と

区
議
会
の
代
表
的
な
仕
事
は
議
決

で
す
。
議
決
と
は
、
区
長
や
議
員
か

ら
提
出
さ
れ
た
議
案
な
ど
を
審
議
し
、

議
会
の
意
思
を
決
め
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。
主
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

◆
条
例
の
制
定
、
改
正
、
廃
止

◆
予
算
の
決
定
、
決
算
の
認
定

◆
予
定
価
格
１
億
８
千
万
円
以
上
の

工
事
や
製
造
の
契
約

◆
助
役
、
収
入
役
、
監
査
委
員
な
ど

の
選
任
に
同
意
す
る
こ
と

◆
国
や
都
へ
の
意
見
書
等
の
提
出

ま
た
、
本
会
議
で
の
一
般
質
問
な

ど
に
よ
り
区
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、

請
願
や
陳
情
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

議
案
の
成
立
ま
で

区
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

通
常
、
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
、

審
議
の
後
、
委
員
会
の
審
査
報
告
を

受
け
本
会
議
で
議
決
し
ま
す
。

区
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

本
会
議
や
委
員
会
を
傍
聴
す
る
こ

と
は
、
区
政
が
ど
の
よ
う
な
考
え
で

運
営
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
良
い
方

法
で
す
。

本
会
議
の
傍
聴
は
、
会
議
当
日
に

区
議
会
事
務
局
で
傍
聴
券
を
受
け
取

り
、
議
場
の
傍
聴
席
に
お
入
り
く
だ

さ
い
。

委
員
会
の
傍
聴
は
、
委
員
長
の
許

可
が
必
要
で
す
。
区
議
会
事
務
局
で

傍
聴
申
出
書
に
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

豊
島
区
議
会
で
は
、
区
議
会

の
情
報
を
い
ち
早
く
お
知
ら
せ

す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://www.city.toshim

a.
tokyo.jp/kugikai

一般会計歳入９７９億円、歳出９５０億円の決算を認定

平成１６年度決算の概要

一 般 会 計

４ 特 別 会 計

特別区交付金
２５３億８，３７９万円（２５．９％）

特別区税
２３６億５，９１１万円（２４．２％）

国庫支出金
１０７億１，５５７万円（１０．９％）

特別区債
９０億２，８８０万円（９．２％）

財産収入
６８億３，４４６万円（７．０％）

諸収入
４７億８，８４７万円（４．９％）

地方消費税交付金
４４億６，３０１万円（４．６％）

都支出金
３５億７，８３１万円（３．７％）

その他
９４億９，４０８万円（９．６％）

歳 入
９７９億４，５６３万５，３８４円

歳 出
９５０億７，５４２万９，３３６円

１２７億７，３６３万円
（１３．４％）

８２億９，５６５万円
（８．７％）

３４億７，８０３万円
（３．７％）

６億４，７９０万円
（０．７％）

公債費

教育費

衛生費

議会費

１２１億２，９２７万円
（１２．８％）

５５億３，４３５万円
（５．８％）

１１億２，０９０万円
（１．２％）

総務費

土木費

経済生活費

２９９億５５８万円
（３１．５％）

福祉費

１２７億６２７万円
（１３．４％）

５５億８，３５２万円
（５．９％）

２９億２８万円
（３．１％）

諸支出金

清掃環境費

都市整備費

（歳 出）
２３４億１，６１９万８，５６０円

２０１億６，４７７万６，４２４円

１１５億６，３７１万２，２００円

２１９万２，４００円

�国民健康保険事業会計�

�老人保健医療会計�

�介護保険事業会計�

�従前居住者対策会計�

（歳 入）
２４０億３，１２８万９，７０９円

２０７億３，７３３万９，９４４円

１１９億１，２２９万６，４９１円

４，５１３万５，４３０円

区
議
会
の
あ
ら
ま
し

＊内訳の１万円未満は省略、（ ）内は構成比

平成１７年（２００５年）１２月５日 �と し ま 区 議 会 だ よ り第１８９号


